
関
野
隆
司
議

員
は
、
市
の
教

育
に
つ
い
て
、

い
じ
め
、
不
登

校
等
へ
の
小
田

原
市
の
現
状
と

対
応
、
そ
の
解
決
方
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
い
じ
め
の
取
り
組
み
と
し
て
⑴い
じ
め
か
ら

子
ど
も
の
命
を
守
る
。
い
じ
め
対
応
の
基
本
原

則
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
と
し
て
、

①
い
じ
め
へ
の
対
応
を
後
回
し
に
し
な
い

②
い
じ
め
の
解
決
は
、
み
ん
な
の
力
で
、
さ
さ

い
な
こ
と
に
見
え
て
も
様
子
見
せ
ず
、
全
教
員
、

全
保
護
者
に
知
ら
せ
る
。

③
子
ど
も
の
自
主
的
活
動
の
比
率
を
高
め
る
な

ど
、
い
じ
め
を
止
め
る
人
間
関
係
を
つ
く
る
。

④
被
害
者
の
安
全
を
確
保
し
、
加
害
者
に
は
い

じ
め
を
止
め
る
ま
で
し
っ
か
り
対
応
す
る
。

⑤
被
害
者
、
遺
族
の
知
る
権
利
を
尊
重
す
る
。

以
上
日
本
共
産
党
の
提
案
に
つ
い
て
見
解
を

た
だ
し
ま
し
た
。

ま
た
30
人
学
級
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
増
員
な

ど
の
教
育
条
件
を
進
め
る
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

【
教
育
長
】
５
つ
の
提
案
に
は
基
本
的
に
同
じ

考
え
で
あ
り
、
30
人
学
級
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
増
員
は
国
・
県
に
積
極
的
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

次
に
合
葬
式
墓
地
の
整
備
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
最
近
樹
林
墓
地
が
小
平
市
に
出
来
た

と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
小
田
原
市
も
久
野
霊
園

に
合
葬
式
墓
地
を
整
備
す
る
時
期
に
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
市
民
の
要
望
に
応
え
、
整
備

す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

【
市
長
】
公
営
墓
地
の
あ

り
方
を
考
え
た
上
で
、
合

葬
式
墓
地
の
整
備
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

原
田
敏
司
議

員
は
、
ま
ず
小

田
原
市
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
に
つ
い
て

質
問
。
近
年
、

ア
メ
リ
カ
の
巨
大
ハ
リ
ケ
ー
ン
や
竜
巻
、
日
本

の
局
地
的
集
中
豪
雨
な
ど
、
地
球
温
暖
化
の
影

響
と
お
ぼ
し
き
異
常
気
象
が
多
発
し
て
い
る
。

２
０
１
１
年
に
、
世
界
の
科
学
者
が
参
加
す
る

国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
は
、
人
類
が
石
油
な
ど
の
化
石

燃
料
を
大
量
消
費
し
二
酸
化
炭
素
を
放
出
し
て

き
た
結
果
、
地
球
が
温
暖
化
し
て
い
る
可
能
性

が
非
常
に
高
い
、
と
報
告
し
て
い
る
。
地
球
温

暖
化
を
防
ぐ
に
は
、
化
石
燃
料
か
ら
太
陽
光
発

電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が

必
要
だ
。

今
一
つ
に
原
発
問
題
が
あ
る
。
福
島
第
一
原

発
の
事
故
に
よ
り
15
万
人
も
の
住
民
が
避
難
を

強
い
ら

れ
た
。

原
発
事

故
は
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
長
期
化
す
る
。
放
射
性

廃
棄
物
は
今
な
お
処
理
方
法
が
無
く
、
溜
ま
る

一
方
だ
。
原
発
の
危
険
性
は
極
め
て
明
白
。
加

藤
市
長
が
脱
原
発
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
を
表
明
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
で
き
る
。
そ

こ
で
小
田
原
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
方
針
を
伺
い
た
い
。

次
に
、
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
の
一
環
と

し
て
、
生
ご
み
堆
肥
化
は
大
い
に
評
価
で
き
、

更
に
一
層
推
進
す
べ
き
と
思
う
が
、
減
量
化
に

限
界
が
あ
る
。
生
ご
み
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
の
研
究
・
検
討
を
行
う
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。
ま
た
焼
却
場
の
廃
熱
を
利
用
し
た
発

電
も
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

最
後
に
、
タ
ウ
ン
誌
に
「
お
だ
わ
ら
木
材
流

通
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

小
田
原
産
木
材
の
利
活
用
が

一
歩
前
進
し
た
と
言
え
る
の

か
。
こ
れ
に
よ
り
小
田
原
産

木
材
を
活
用
し
た
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
の
制
度
設
計

も
進
む
の
か
。
ま
た
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
の
可
能
性
つ

い
て
見
解
を
伺
う
。

【
市
長
】
「
ほ
う
と
く
エ
ネ

ル
ギ
ー(

株)

」
を
設
立
し
、

大
規
模
太
陽
光
発
電
（
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
）
及
び
公
共
施
設

の
屋
根
貸
し
太
陽
光
発
電
の

事
業
化
や
小
水
力
発
電
の
研

究
に
着
手
。
生
ご
み
の
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
は
課
題
が
多
い
。

小
田
原
産
木
材
の
利
活
用
は

一
歩
前
進
。
こ
れ
に
よ
り
新

築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
制

度
設
計
も
進
め
る
。

田
中
利
恵
子

議
員
は
始
め
に

待
機
児
童
に
関

し
て
、
子
ど
も

を
早
く
か
ら
保

育
所
に
預
け
て

働
く
母
親
が
増
え
て
い
る
が
、
経
済
的
に
大
変

な
家
庭
が
増
え
て
い
る
と
強
調
。
本
市
の
平
成

25
年
４
月
の
保
育
所
申
し
込
み
者
数
は
、
特
に

０
歳
、
１
歳
児
の
申
し
込
み
が
多
い
が
、
こ
の

現
象
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
質
問
。

ま
た
、
国
に
よ
る
公
立
保
育
所
の
国
庫
負
担
金

の
廃
止
・
一

般
財
源
化
は
、

６
割
を
超
す

市
や
区
が
保

育
予
算
を
減
ら
し
、
保
育
所
の
廃
止
、
民
営
化
、

建
設
費
の
抑
制
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
待

機
児
童
を
解
消
で
き
な
い
最
大
の
要
因
に
な
っ

て
い
る
と
指
摘
。
そ
し
て
改
め
て
待
機
児
童
の

定
義
に
つ
い
て
質
問
。
さ
ら
に
小
田
原
市
立
城

山
乳
児
園
を
、
平
成
26
年
３
月
31
日
で
廃
止
す

る
と
し
て
い
る
が
、
鉄
道
等
を
利
用
し
通
勤
し

て
い
る
父
母
に
す
る
と
、
小
田
原
駅
近
く
に
認

可
保
育
所
が
あ
る
の
は
か
け
が
え
の
な
い
こ
と
。

子
ど
も
に
と
っ
て
も
安
心
安
全
な
認
可
保
育
所

を
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
、
ぜ
ひ
残
す
べ
き
と

強
く
求
め
、
廃
止
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
、
そ

の
廃
止
理
由
を
質
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
市
は
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
現
建
物
を
継
続
し
て

使
用
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
。

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
用
が
考
え
ら
れ
る
の

か
な
ど
、
広
範
に
検
討
し
た
い
と
答
弁
を
し
て

い
る
が
、
そ
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
質
し
ま
し
た
。

な
お
平
成
25
年
度
中
に
ぜ

ひ
高
齢
者
施
設
・
生
き
が

い
ふ
れ
あ
い
施
設
と
城
山

乳
児
園
を
現
在
の
と
こ
ろ

に
残
せ
る
よ
う
検
討
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
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日
本
共
産
党
の

無
料
法
律
相
談

担
当
弁
護
士

岡
村

三
穂

９
月
３
日
（
火
）

次
回10

月
１
日
（
火
）

午
後
１
時
よ
り

※
予
約
制
で
す
の
で
、

相
談
さ
れ
る
方
は
、
関

野
、
原
田
、
田
中
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

☆
小
児
医
療
費
助
成
制
度
を
小
学
６
年
ま
で
拡
充

小
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
、
10
月
か
ら
小
学

６
年
ま

で
無
料
化
に
（
現
行
小
学
３
年
ま
で
）

☆
精
神
障
害
１
級
も
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
に

精
神
障
害
を
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
の
対
象
に
と

要
求
し
、
４
月
か
ら
精
神
障
害
１
級
が
対
象
に

☆
小
中
学
校
の
全
て
の
普
通
教
室
に
扇
風
機
取
り
付
け

夏
の
暑
さ
対
策
を
求
め
、
小
中
学
校
の
全
て
の
普
通
教

室
に
扇
風
機
が
取
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

☆
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
や
し
、
国
保
料
の
引
き
上
げ
抑
制

医
療
給
付
費
が
増
え
る
中
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
や
し
、

国
保
料
を
前
年
度
と
同
額
に
据
え
置
き
（
な
お
保
険
料
は
毎
月
の
徴
収

か
ら
、
７
月
～
翌
年
３
月
ま
で
の
９
ヶ
月
間
の
徴
収
に
変
更
さ
れ
、
１

回
当
り
の
徴
収
額
は
33
％
引
き
あ
が
り
ま
す
）

☆
城
山
陸
上
競
技
場
の
大
改
修
の
実
施

傷
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
城
山
陸
上
競
技
場
の
改
修
を
要
求
し
、

６
月
議
会
に
お
い
て
予
算
化

☆
四
つ
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
対
象
に

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
学
年
の
拡
充
を
要
求
し
、
試

行
的
に
曽
我
、
富
士
見
、
報
徳
、
新
玉
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
お
い
て
６
年
生
ま
で
対
象
に

☆
津
波
非
難
ビ
ル
の
確
保
や
防
災
無
線
の
拡
充

い
ち
早
く
津
波
非
難
ビ
ル
を
提
起
し
、
77
施
設
確
保
。
防
災

無
線
も
拡
充

★

保
育
所
の
待
機
児
童
の
解
消

★

市
民
・
専
門
家
と
協
力
し
、
小
田
原
地
下
街
再
生
計
画
の
検
証
を

★

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
実
現

★

使
い
勝
手
の
よ
い
市
民
ホ
ー
ル
（
文
化
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
）

の
建
設

★

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
促
進

★

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
施
設
提
供
事
業
の
充
実

☆

市
立
病
院
の
医
師
増
員
（
５
人
）

☆

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
介
護
施
設
の
増
設

☆

宿
泊
施
設
（
旧
ス
パ
ウ
ザ
）
を
ヒ
ル
ト
ン
に
売
却

す
る
こ
と
を
決
定

☆

下
菊
川
の
水
害
対
策
工
事
の
推
進

☆

市
役
所
の
耐
震
補
強
工
事
（
免
震
工
法
）
の
実
施

日
本
共
産
党
小
田
原
市
議
団
は
、
み
な
さ
ん
の
切
実
な
要
望
を
取
り
上
げ
、
議

会
で
質
問
し
、
実
現
に
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
特
に
今
年
３
月
議
会
お

よ
び
６
月
議
会
に
お
い
て
実
現
し
た
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

小田原市は８月20日に開催された小田原市議

会建設経済常任委員会で「日本たばこ産業㈱か

ら、小田原工場跡地（小田原市久野）のイオン

タウン㈱への売却手続きが完了したとの連絡が

あり、確認したところ所有権が移転しているこ

とが判明した」と報告しました。

イオンタウン㈱は全国で１１６の近隣型のショッ

ピングセンターを展開し、市が同社へ今後の跡

地利用について確認したところ、現在は、事業

計画を作成している状況で、今後はイオンタウ

ン㈱と情報の共有をはかりながら、跡地利用に

ついて市は同社と調整をして行くとのことです。

小田原市ではこれまで大型商業施設の相次ぐ

進出で、地元業者の営業を圧迫し、車の渋滞な

ど市民生活を大きく変えてきました。市民が主

人公のまちづくりを進めるために市民合意は欠

かせません。ご意見ご質問などお寄せ下さい。

（イオンタウン㈱はイオン㈱の子会社です）


